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発行
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指定管理者
株式会社
すばる

近
代
千
葉
教
育
発
祥
の
地

流
山

流
山
市
流
山
二
丁
目
に
あ
る
常
与
寺
、

そ
こ
に
一
つ
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

題
字
に
は
千
葉
師
範
学
校
発
祥
の
地
と
刻

ま
れ
、
印
旛
官
員
共
立
学
舎
跡
と
題
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
碑
は
い
っ
た
い
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。

明
治
に
入
り
幕
藩
体
制
が
崩
壊
し
、
地

方
行
政
の
再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在

の
千
葉
県
が
成
立
す
る
前
に
は
三
つ
の
県

が
存
在
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
印
旛

県
（
千
葉
・
印
旛
・
埴
生
・
葛
飾
・
結

城
・
相
馬
・
猿
島
・
岡
田
・
豊
田
の
下
総

九
郡
）
と
木
更
津
県
、
新
治
県
で
す
。

こ
の
う
ち
、
印
旛
県
庁
は
、
田
中
藩
本

多
家
の
屋
敷
が
あ
っ
た
現
在
の
中
央
図

書
館
・
博
物
館
の
所
在
地
に
あ
り
ま
し

た
。
（
田
中
藩
本
多
家
の
事
に
つ
い
て

は
「
か
わ
ら
ば
ん
」
三
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
八
月
、
明
治
政
府

は
日
本
最
初
の
近
代
学
校
制
度
を
定
め
た
「
学

制
」
を
発
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
同
年
九

月
、
印
旛
県
は
諸
学
校
、
私
塾
、
手
習
師
匠
を

廃
止
す
る
と
指
示
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え

て
小
学
校
の
教
員
を
育
て
る
為
に
、
印
旛
県
の

県
官
員
（
県
庁
職
員
）
が
そ
の
俸
禄
の
一
部
を

出
資
す
る
形
で
流
山
村
の
常
与
寺
に
千
葉
県
最

初
の
教
員
育
成
校
「
印
旛
官
員
共
立
学
舎
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
第
一
回
の
育
成
講
習
は
同
年

十
二
月
か
ら
六
十
日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
募
集
に
あ
た
り
、
学
制
発
布
前
に
読

み
書
き
を
教
え
て
い
た
教
育
経
験
者
を
中
心
に

し
た
も
の
の
、
わ
ず
か
六
十
日
の
講
習
期
間
で

は
不
足
で
、
教
授
上
問
題
を
き
た
す
こ
と
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
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い
ず
れ
も
、
流
山
市
立
図
書
館
の
所
蔵
資
料

で
す
。
流
山
に
つ
い
て
詳
し
く
お
調
べ
に
な

る
と
き
は
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

流
山
市
立
中
央
図
書
館
・
博
物
館
・

常
与
寺

印
旛
県
は
官
立
の
学
校
を
建
て
る
こ
と
に

つ
い
て
文
部
省
に
伺
い
を
出
し
て
い
ま
す
。

文
部
省
は
こ
れ
を
是
と
し
、
明
治
六
年
六
月
、

流
山
光
明
院
に
鴻
台
小
学
校
を
設
立
し
ま
し

た
。
官
立
の
同
役
目
の
学
校
が
で
き
た
こ
と

に
よ
り
「
印
旛
官
員
共
立
学
舎
」
の
役
目
は

終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

流
山
学
校

と
こ
ろ
で
、
「
印
旛
官
員
共
立
学
舎
」
に

は
付
設
さ
れ
た
小
学
校―

「
流
山
学
校
」
が

あ
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
「
印
旛
官
員
共
立

学
舎
」
の
教
員
が
授
業
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
伝
習
員
（
教
習
生
の
こ
と
）
も
実
習
に

来
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
流
山

学
校
」
は
現
在
の
流
山
小
学
校
と
な
り
、
人

口
の
増
加
に
伴
っ
て
昭
和
五
十
年
以
降
、
流

山
北
小
学
校
・
鰭
ヶ
崎
小
学
校
・
南
流
山
小

学
校
が
で
き
ま
し
た
。

千
葉
県
の
誕
生

明
治
六
年
六
月
、
印
旛
県
と
木
更
津
県
が
統
合

し
、
千
葉
県
に
な
り
ま
す
。
県
庁
は
、
千
葉
郡
千

葉
町
（
現
・
千
葉
市
中
央
区
）
に
置
か
れ
、
七
月

に
鴻
台
小
学
校
は
千
葉
町
正
妙
寺
に
移
転
、
名
称

を
千
葉
小
学
校
と
し
ま
す
。
こ
の
後
、
千
葉
小
学

校
は
、
千
葉
師
範
学
校
と
な
り
、
現
在
の
千
葉
大

学
教
育
学
部
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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